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談話室

　

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
て
、
戦
争
を
終
結
し
た
日
本
に
、
米
国
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
を
通
じ
て
、
過
酷
な
占
領
行
政
を
実
施
し
た
。
日
本
国
憲
法

の
制
定
を
含
む
、
徹
底
し
た
国
家
改
造
で
あ
る
。
国
柄
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
神
社
神
道
は
、
当
然
攻
撃
の
対
象
と
な
っ
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
民

間
情
報
教
育
局
（
Ｃ
Ｉ
Ｅ
）
の
宗
教
行
政
顧
問
と
し
て
、
戦
後
の
宗
教
行
政
に
深
く
関
わ
っ
た
岸
本
英
夫
は
、
こ
れ
を
「
嵐
の
中
の
神
社
神

道
」
と
表
現
し
た
。
以
下
、
戦
後
直
面
し
た
神
道
弾
圧
の
現
実
、
関
係
者
の
奮
闘
な
ど
素
描
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

昭
和
20
年
10
月
６
日
、
米
国
国
務
省
の
極
東
部
長
は
、
神
道
が
日
本
人
個
人
の
宗
教
で
あ
る
限
り
干
渉
し
な
い
、
但
し
国
家
が
神
道
を
指

導
支
援
す
る
制
度
は
廃
止
さ
れ
る
、
と
言
明
し
て
い
る
。
神
道
を
軍
国
主
義
と
超
国
家
主
義
の
温
床
と
決
め
つ
け
た
故
の
方
針
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
、
12
月
15
日
に
神
道
指
令
が
発
令
さ
れ
、
日
本
国
政
府
に
神
道
支
援
の
禁
止
、
神
祇
院
の
廃
止
、
神
宮
皇
学
館
の
廃
校
、
公
立
校

で
の
神
道
教
育
の
禁
止
、
役
所
な
ど
の
神
棚
の
撤
廃
な
ど
、
更
に
神
道
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
祭
式
、
信
仰
、
神
話
、
神
社
な
ど
と
国
家
と
の

分
離
を
命
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
21
年
元
旦
、
昭
和
天
皇
は
「
天
皇
の
人
間
宣
言
」
と
称
さ
れ
る
詔
書
を
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
詔
書
は
当
初
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
内
部
で
極
秘
に

立
案
さ
れ
、
日
本
政
府
に
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。「
天
皇
を
以
て
現
御
神
と
し
、
且
日
本
国
民
を
以
て
他
の
民
族
に
優
越
せ
る
民

族
に
し
て
、
延
て
世
界
を
支
配
す
べ
き
運
命
を
有
す
と
の
架
空
な
る
観
念
に
基
く
も
の
に
非
ず
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
天
皇
に
日
本
人
は
神
聖

性
を
感
じ
る
が
、
世
界
を
支
配
す
べ
き
野
望
な
ど
も
と
よ
り
日
本
に
は
な
い
。

　

本
詔
書
立
案
過
程
で
、
昭
和
天
皇
の
意
思
で
冒
頭
に
「
五
箇
條
の
御
誓
文
」
が
付
加
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
詔
書
の
意
図
は
変
化
し

て
く
る
。
昭
和
52
年
８
月
那
須
御
用
邸
で
行
わ
れ
た
宮
内
庁
記
者
団
と
の
会
見
で
、
昭
和
天
皇
は
、
本
詔
書
の
目
的
に
つ
い
て
「
当
時
は
ア

メ
リ
カ
そ
の
他
の
諸
外
国
の
勢
力
が
強
く
、
日
本
が
圧
倒
さ
れ
る
心
配
が
あ
っ
た
の
で
、
民
主
主
義
を
採
用
さ
れ
た
の
は
明
治
天
皇
で
あ
っ

て
、
日
本
の
民
主
主
義
は
決
し
て
輸
入
の
も
の
で
な
い
と
い
う
事
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
。
日
本
の
国
民
が
誇
り
を
忘
れ
て
は
非
常
に
具
合

戦
後
の
神
社
神
道

茂
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が
悪
い
と
思
っ
て
、誇
り
を
忘
れ
な
い
た
め
に
あ
の
宣
言
を
考
え
た
の
で
す
。」と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。こ
の
昭
和
天
皇
の
御
発
言
を
も
と
に
、

本
詔
書
を
再
読
す
る
と
、「
人
間
宣
言
」
と
い
う
呼
称
が
い
か
に
不
当
で
あ
る
か
、
理
解
で
き
る
。

　

戦
後
、
國
學
院
大
學
で
神
道
学
の
再
建
を
任
さ
れ
た
折
口
信
夫
は
、
本
詔
書
を
受
け
て
戦
前
の
天
子
即
神
論
を
否
定
し
て
天
子
非
即
神
論

を
主
張
す
る
。
皇
室
に
ご
迷
惑
が
か
か
る
と
い
う
理
由
で
あ
る
。
ま
た
神
道
宗
教
論
を
主
張
し
、
キ
リ
ス
ト
教
を
モ
デ
ル
に
、
教
義
を
整
備

し
、
人
類
教
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
ま
る
で
占
領
行
政
の
意
図
を
汲
ん
だ
動
き
で
あ
る
。
天
皇
の
退
位
さ
え
議
論
さ
れ
る

時
勢
の
中
で
の
こ
と
で
、
先
生
の
真
意
が
何
処
に
あ
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

　

三
島
由
紀
夫
は
、
昭
和
41
年
６
月
『
英
霊
の
聲
』
を
執
筆
し
、「
天
皇
の
人
間
宣
言
」
を
批
判
、
英
霊
の
言
葉
で
「
い
か
な
る
強
制
、
い

か
な
る
弾
圧
、
い
か
な
る
死
の
脅
迫
あ
り
と
て
も
、
陛
下
は
人
間
な
り
と
仰
せ
ら
る
べ
か
ざ
り
し
。」「
な
ど
て
す
め
ろ
ぎ
は
人
間
と
な
り
た

ま
い
し
。」
と
天
皇
を
呪
詛
す
る
。
こ
の
直
前
に
三
島
は
『
三
熊
野
詣
』
と
い
う
折
口
信
夫
を
モ
デ
ル
に
し
た
小
説
を
執
筆
し
、
先
生
を
揶

揄
し
て
い
る
。

　

一
方
、
終
戦
の
当
初
か
ら
、
米
国
の
相
当
厳
し
い
神
道
政
策
を
予
想
し
た
の
が
、
後
に
神
社
新
報
社
主
筆
と
な
る
葦
津
珍
彦
で
あ
る
。
皇

室
の
伝
統
や
日
本
人
の
心
に
流
れ
る
神
道
信
仰
へ
の
攻
撃
を
、
戦
前
戦
中
の
米
国
の
世
論
情
勢
な
ど
か
ら
推
測
、
ど
う
し
た
ら
国
柄
を
守
る

こ
と
が
で
き
る
か
、
模
索
し
て
い
る
。
葦
津
は
皇
典
講
究
所
専
務
理
事
で
あ
っ
た
吉
田
茂
に
相
談
す
る
。
吉
田
は
戦
前
内
務
省
の
神
社
局
長

を
務
め
た
官
吏
で
、
戦
中
に
厚
生
大
臣
な
ど
を
歴
任
し
た
政
治
家
で
も
あ
り
、
な
に
よ
り
敬
神
家
で
あ
っ
た
。

　

当
初
、
葦
津
の
予
想
は
誰
も
信
じ
な
か
っ
た
が
、
10
月
６
日
の
米
国
国
務
省
極
東
部
長
の
発
言
が
あ
り
、
急
速
に
対
応
が
図
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
当
時
の
民
間
の
神
社
関
係
団
体
は
、
大
日
本
神
祇
会
、
皇
典
講
究
所
、
神
宮
奉
斎
会
で
あ
り
、
９
月
下
旬
か
ら
対
策
協
議
が
始
ま
っ

て
い
る
。
10
月
25
日
に
は
三
団
体
合
同
の
会
議
が
開
か
れ
、
合
同
し
て
新
団
体
を
組
織
し
、
設
立
の
た
め
の
事
務
局
を
全
国
神
社
会
館
内
に

置
く
こ
と
を
決
め
て
い
る
。
11
月
７
日
に
、
吉
田
茂
は
Ｃ
Ｉ
Ｅ
に
バ
ー
ン
ズ
大
尉
を
訪
ね
、
神
社
は
国
家
の
管
理
を
離
れ
、
祭
祀
も
国
家
の

行
政
か
ら
、
神
社
の
祭
祀
と
し
て
継
続
す
る
こ
と
を
言
明
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
何
回
も
の
会
議
を
重
ね
る
中
で
、
神
道
指
令
の
発
令
が
あ
り
、
神
社
関
係
の
法
令
が
廃
止
と
な
り
、
昭
和
21
年
２
月
２
日
を
以

て
神
祇
院
官
制
が
廃
止
と
な
っ
た
。
そ
の
翌
日
全
国
神
社
を
包
括
す
る
新
団
体
で
あ
る
宗
教
法
人
神
社
本
庁
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
日
、
前

年
年
末
に
出
さ
れ
て
い
た
宗
教
法
人
令
が
改
正
さ
れ
、
神
社
明
細
帳
に
記
載
さ
れ
た
神
宮
、
神
社
は
宗
教
法
人
と
見
做
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
新
団
体
の
設
立
に
よ
り
、
占
領
行
政
か
ら
、
国
柄
を
守
る
楯
と
な
る
体
制
が
整
っ
た
。

（
神
道
祭
祀
・
皇
室
祭
祀
・
神
社
祭
式
）


